

















































































対象 Sを pと把える場合、対象 Sの q、r、……といった他の諸位相は後景へと押しやられている。つ
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比較が可能な「国際比較調査（International Social Survey Programme-National Identity Module 
2013）」データを用い、重回帰分析による国際比較を行った。まず日本の若年層は、新卒一括採用によっ
て比較的安定して職に就けることが多く、（他の多くの欧米諸国に比べて）失業率が低い。また、定住
外国人と日本人では実際に就業する職種が基本的に異なる。その結果、外国人が職を奪っているという
言説にリアリティがないため、実際のデータ分析の結果としても、日本の若者においては職に対する脅
威認知は排外主義を高めないことが明らかとなった。一方で、日本社会においては特に2000年以降、外
国人は犯罪率を高めるという言説が流布したことから、日本の若年層では主として治安に対する脅威が
排外主義を高めることが示された。
　続く４章では、（４点目を克服するために）日本人の排外主義における年齢・時代・世代効果を検証し、
若者の特殊性に焦点を当てた。先行研究においては、排外主義の年齢層による差については、それがコー
ホートによるものなのか、加齢に伴って排外主義的になっていくのか、などは明らかなっていなかった。
そこで４章では、若者の年齢的な若さが要因であるのか（年齢効果）、あるいは2010年代（あるいは
2000年代）という時代に生きていることが要因であるのか（時代効果）、それとも氷河期世代などのコー
ホートが重要であるのか（コーホート効果）を分離し、分析を行い、若者に特有な排外主義の様相を把
握した。
　具体的には、若者の排外主義の特徴を明らかにするために10年間の累積データとなる「日本版総合社
会調査（JGSS）2000-2012」を用い、マルチレベル２項ロジスティック分析を行った。その結果、時代
効果と世代効果をコントロールしても、年齢効果によって排外主義が高まり、線形の単純な加齢効果の
存在が認められた。また、年齢効果と時代効果をコントロールしても、若年コーホートにおいて、排外
主義が低くなることが示された。それらの結果から、若者の排外主義の特徴として、①世代効果に関し
ては、若年世代の排外主義は決して高いとは言えず、むしろ高齢世代に比べて低い。②年齢が上がれば、
加齢効果によって排外主義も一定程度高まる。よって、「排外主義が高まっている」という議論は同じ
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世代の経年変化については一定程度あてはまるが、しかし、それは若者特有の現象であるとは言えない
ことが示された。さらに③時代効果によって、特定の時期における排外主義の高まりは確認された。し
かし、それは若者に限定した話ではなく、どの年齢層でも認められる効果であった。すなわち、全年齢
層の排外主義は高まっており、若者の排外主義だけが高まっているわけではなく、むしろ、比較すれば
若者の方が排外主義は低いことが明らかになった。
　５章においては、３章・４章における分析結果をふまえた上で、（５点目の問題点に応えるために）
日本における若者の排外主義の規定構造を明らかにした。前章まででは、先行研究でも取り上げた、不
満感などの他の要因が検討できておらず、また定住外国人といっても、対象の出身国による影響の差異
も検討できていない。そこで、年齢層別比較による重回帰分析や若年層に限定した構造方程式モデリン
グにより、日本における若者の排外主義の規定構造を明らかにした。
　具体的には、様々な独立変数を検討可能である「国際化と市民の政治参加に関する世論調査2013」を
用い、分析を行った。まず、因子分析を行った結果、排外主義は一元性のものとはとらえられなかった。
特に、中国・韓国人に対する排外主義は、他の国に対するものとは異なる特徴を持っていることが明ら
かになった。また、重回帰分析を年齢層別で行うと、若者の排外主義は、従来の要因検討によっては十
分に説明できないことが示された。従来の研究で主張されていた、不満感や純化主義や愛国主義の影響
は見られなかった。その一方で、性別、治安脅威、文化脅威の効果が明らかになった。最後に、構造方
程式モデリングによる分析によって、若者の排外主義の規定構造とそのメカニズムを描き出した。その
結果、属性から認知へのパスは少ないことから、若年層においては特定の社会経済的地位などの社会状
況に基づく排外主義という傾向はみられなかった。一方、様々な意識変数同士の関連は一定以上である
ことから、主に認知同士の作用から排外主義が生じていることが明らかになった。
　以上の分析よって、本論文では日本における若者の排外主義の実相について、国際比較・世代間比較
の視点も含めた上で、実証的に明らかにできた、と考えている。
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